
 

 

 

 

 

７月29日（水）に日立市教育会館で英語プレゼンテーションフォーラム県北地区大会を開催しました。今年度

は、管内４市の大会を勝ち抜いた１5校が出場しました。 

  開会行事では、県北教育事務所長から参加生徒の皆さんへ、次のようなメッセージとエールが送られました。 

 

 

 

 

 

 

 

  今年度のテーマに基づき、各学校とも、調べた内容や自分たちの考えを盛り込み、具体性のある分かりやすい

発表を行っていました。昨年度以上に、伝えたいことを明確にし、聞き手に分かりやすく伝えようと工夫された発表

が多く、各校の取組の成果が感じられました。また、発表者とリスナーとの質疑応答では、発表内容に関わる質問

をしようとする姿が見られました。一方で、質問に対して発表者が答えて終わるという、一問一答で終わってしまう

場面もまだ多く見られました。発表内容に沿ってさらに詳しく尋ねたり、答えを受けて新たな質問をしたりするなど、

やり取りを深めたり、話題を広げたりすることができると、より充実したコミュニケーションにつながると感じました。 

やり取りを充実させるためには、普段の授業において、Small TalkやQ-A活動等を行った際に、相手に聞き返し

たり、相づちを打ったり、相手の答えを受けて、自分のことを伝えたりと、話を広げたり、相手の発話を手がかりに質

問を考える習慣を身に付けさせたりすることが大切です。詳しくは、８月５日付け「北教だより５号授業づくりのヒン

ト③【外国語科編】」に記載しておりますので、時間がありましたら再度ご確認ください。 

各校とも、市内大会を終えてから県北大会出場までにさらに積み上げてきた努力が自信となって表れており、

出場した生徒の皆さんの達成感にあふれた表情がとても印象的でした。なお、県北教育事務所長賞を受賞した

以下の４校は、県北地区の代表として、８月２１日（金）につくば国際会議場で行われた県大会に出場しました。 

県北教育事務所長賞受賞校（県大会へ出場）  ※写真は順不同 

 
 
 
 
 
 
 

日立市立  

助川中学校  

 
 
 
 
 
 
 

日立市立  

多賀中学校  

 
 
 
 
 
 
 

日立市立  

豊浦中学校  

 
 
 
 
 
 
 

常陸太田市立  

水府中学校  

県内の小・中学生を対象に、算数・数学、理科、英語、技術の授業をライブ配信とオンデマンド配信で

行っています。英語では、ネイティブのスペシャリスト教員など、専門性の高い教員が配信を担当し、オー

ルイングリッシュで「話す」ことを中心とした授業を行っています。また、ライブ配信では、県内の複数の学

校の生徒が参加しながら、英語を実際に使う場を設定しており、いつもの教室から、県内の他校とつなが

り、初めての相手に英語を使うことで、「伝わった！」という喜びや自信を味わうことができます。詳しくは、

令和８年７月13日付けの事務連絡「いばらきオンラインチャンネルちらし（９月以降）等の活用について」

をご確認ください。 

茨城県県北教育事務所 
令和８年９月１日(火) 

第７号 
電話 0294-34-0774 

E-mail:hokukyo@pref.ibaraki.lg.jp 

◆夢を育み 明日が待たれる 魅力ある学校づくり◆ 

英語プレゼンテーションフォーラム県北地区大会を開催 

「茨城の魅力アッププロジェクト～こんな茨城にしたい、住みたい、なってほしい～」 

 

 

所長あいさつ（主旨） 
コミュニケーション能力としての英語の力はもちろんですが、それに加えて、様々な国の人々の考え方、文

化、そして習慣などについても、相手の立場に立って理解し、違う部分を認め合える人になってほしいと思いま
す。このプレゼンテーションフォーラムを通して、皆さんが多くの友達と英語でコミュニケーションを図る楽しさを
知ってもらえたとしたら、そして、ひとりひとりの違いを理解し、自分や他者の良さを認め合える意識を高めても
らえたとしたら、主催者としてこれ以上うれしいことはありません。どうぞ、これからももっともっと英語を勉強し、
これからの日本、そして、茨城県を支え、未来を切り拓く人財となって活躍されることを期待しています。 

いばらきオンラインチャンネルをぜひ活用してください！ 

 



令和７年度英語教育実施状況調査」の結果が６月18

日に公表されました。 

１．CEFR A1レベル相当以上を達成した中学３年生の 

割合  全国平均  54.6%  茨城県  52.2％   

国目標であるCEFR A1レベル相当以上の中学生の

割合50%を達成しているものの、全国平均を2.４P下回

る結果となった。 

２．CEFR B2レベル相当以上を取得している中学校英語  

担当教師の割合    茨城県44.6％   

令和６年度の調査と比較して3.5P増加しているものの

国目標の50％には届いていない状況である。 
以上の現状を踏まえ、茨城県では、CEFR B2未取得の中学校英語担当教師を対象とした研修会の

開催や、管理職による目標達成に向けた面談、英語力に関する継続的な調査、TOEIC IPテストの受

験機会の設定、Google Classroomを活用した教材等の提供、対象者を限定しての県担当者による

個別訪問など、先生方の英語力向上を支援する取組を進めています。 

日々の授業準備や生徒への指導、校務等に加え、自らの英語力を高めるための学習に取り組むこと

は、決して容易なことではありません。そのような中でも、生徒の英語力向上を願い、日々研鑽を重ねてい

る先生方の努力を支えられるよう、英語力向上に向けた機会や情報の提供に努めてまいります。先生方

におかれましても、こうした機会を積極的に活用していただき、引き続きご自身の英語力向上に取り組ん

でいただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

中学校英語担当教師の英語力向上に向けて 

 

令和８年度「県北教育事務所管内管理職夏季研修会」を開催しました 

８月５日（水）、副校長先生・教頭先生を対象に「県北教育事務所管内管理職夏季研修会」（参加者 82 名）を

開催しました。今年度の管理職研修会は、１年間を通して「すべての子どもの可能性を引き出す活力ある学校づく

り」に向けたマネジメント力の向上をテーマに実施しています。今回は、日立市立泉丘中学校 学校主査の滝マリ子

先生を講師に、「適正な事務処理」について、講義・演習を行いました。演習では、日頃よく目にする購入伺・支出調

書・請求書から誤りを探し出したり、会計検査のチェックポイントを確かめたりしながら、「共有と相互確認」の重要

性を改めて確認することができました。また、研修後半のグループ協議では、適正な事務処理に関する各校の状況

と改善点について、具体的な事例をあげながら熱心に話し合う姿が見られました。各グループの協議内容を共有す

る場面では、「他校の話を聞いて、自分たちの学校にも取り入れていこうと思った」「事務の先生との連携が大切な

ことを改めて確認できた」など、新たな気づきや発見もでき、大変有意義な研修となりました。 

研修の様子 

 

 
 

 

【講義・演習】 
  
 

 

 

 

 

 
日付けの逆転がないか、購入数量の不一致はない

か、計算のミスはないかなどを確認していきました。 

 

【グループ協議】 

 


